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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 
2007 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 
年度  
  年度  



























ストレス－対処理論 (Lazarus, 1999) を用
い、プログラムの最終目標を「適応」とし、













耐性」の指標にはAntonovsky (1987) の 



































































に関する調査票（Lewis の SOC 尺度を翻訳・
改定して使用/29 項目、リカート式７段階尺
度）、③ソーシャルサポート：Norbeck Social 
Support Questionnaire 1995 version の一部
を翻訳して使用（ネットワークの種類とサポ
ートへの受け止めに関する 8 項目、5 段階尺
度）④病気に関連した負担に関する調査票
（本研究のために作成した 12 項目/5 段階尺
度）、⑤クオリティオブライフ：QOL26（4 領
域-身体、心理、社会関係、環境の計 24 項目




















調査に 2 回回答した患者は 25 名（初回回答




った。初回の平均年齢は62.6 (SD = 11.4) 歳、
術後経過日数は 44.8 (SD = 23.1)日で、2回





















表 1. 変数の統計量 
変数 n M SD α 
ストレス耐性 60 4.75  0.75 0.91
ソーシャルサポート     
ネットワーク員数 54 10.56  5.02  
情緒的サポートa) 50 125.90  61.35  
実質的サポートb) 50 54.06  28.92  
 サポート合計 (a+b) 50 179.96  87.49  
病気に関連した 60 3.00  0.58 0.77
クオリティオブライフ 60 3.32  0.54 0.92








用いた予測モデルでは、負担変数 (β = -0.62, 
SE = 0.15, p < 0.001) とストレス耐性変数 
(β = 0.30, SE = 0.15, p < 0.05)が回帰式の予
測変数を構成し、分散の 50% (F = 5.86, df = 
5, 19; p < 0.01)を説明していた。術後 6 カ月
のデータを用いた予測モデルでも、回帰式の
予測変数となったのは負担変数(β = -0.54, 
SE = 0.13, p < 0.001)とストレス耐性変数(β 
= 0.46, SE = 0.13, p < 0.001)であったが、そ
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